
神
武
紀
の
「
八
紘
為
宇
」

　
　
　
　
　
　
　
の
令
に
つ
い
て

中
小
路
　
駿
　
逸

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』
神
武
紀
、
即
位
前
紀
己
未
年
三
月
辛
酉
朔
丁
卯

（
七
日
）
の
条
に
記
載
さ
れ
た
「
令
」
に
、
「
兼
六
合
」
、
ま
た

「
掩
八
紘
為
宇
」
の
語
句
が
見
え
る
の
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
語
句
が
中
国
の
典
籍
に
典
拠
を
も
つ
こ
と
、

お
よ
び
そ
の
典
拠
が
具
体
的
に
ど
の
書
の
ど
の
箇
所
で
あ
る
か
も
、

周
知
の
こ
と
に
属
す
る
。

　
こ
こ
に
問
題
と
す
る
の
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
語
句
が
、
『
日

本
書
紀
』
の
記
述
内
容
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
同
書
の
成
立
の
時

期
（
奏
上
、
養
老
四
八
七
二
〇
ソ
）
に
お
い
て
、
ど
う
い
う
意
味

を
持
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
持
だ
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
点

て
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
語
句
を
含
む
「
令
」
が
、
『
日
本
書
紀
』

の
記
述
の
流
れ
の
な
か
に
お
い
て
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
だ
さ
れ

て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
問
題
の
語
句
の
典
拠
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

は
じ
め
に
い
っ
た
よ
う
に
、
と
く
に
問
題
は
な
い
。

　
が
、
そ
の
こ
と
は
、
典
拠
に
つ
い
て
い
か
な
る
意
味
で
も
問
題

が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

　
問
題
は
、
あ
る
の
で
あ
る
。
典
拠
と
な
っ
た
文
章
に
お
い
て
そ

の
句
が
持
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
持
だ
さ
れ
て
い
た
意
味
、
こ
れ

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
の
問
題
は
、
当
面
の
「
令
」
の
文
辞
自
体
か
ら
、
必
然
的
に
　
2
1

発
生
す
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
「
令
」
の
全
文
、
お
よ
び
そ
れ
を
通
常
の
漢
文
風
に
読
み
下
し

た
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。

　
　
岨
俄
東
征
｛
於
茲
六
年
矣
。
頼
以
厘
天
之
威
｛
凶
徒
蹴
蔵
。

　
　
雖
辺
土
床
清
、
余
妖
尚
梗
、
゛
而
中
洲
之
地
、
無
我
風
鷹

　
　
誠
　
１
恢
「
廓
皇
声
声
－
摸
大
八
而
今
運
漏
沌
声
民
心

　
　
朴
素
。
巣
棲
穴
住
、
習
俗
惟
常
。
夫
大
人
寸
胴
、
義
必
髄
脊
。

　
　
萄

　
１
潟
氏
、
何
妨
薗
薦
且
当
漱
「
払
山
林
｛
芦
－
営
宮
庶

　
　
而
恭
臨
催
位
1
以
親
玩
沃
、
上
則
答
漱
貫
噛
之
徳
｛
下
則

　
　
岳
霖
庁
ｍ
之
輿
然
後
、
唐
ハ
合
似
朋
澗
艶
７
　
紘
而
声



　
　
宇
、
不
毎
回
乎
。
観
夫
畝
傍
山
　
畝
傍
山
、
此
云
倅
禰
麿
夜
摩
一

　
　
東
南
橿
原
地
者
、
蓋
国
之
埃
区
乎
。
可
治
矣
之
。

　
　
我
が
東
征
し
て
自
り
、
茲
に
於
い
て
六
年
な
り
。
頼
む
に
皇

　
　
天
の
威
を
以
て
し
、
凶
徒
、
戮
に
就
く
。
辺
土
、
未
だ
彫
ま

　
　
ら
ず
、
余
妖
、
尚
は
副
し
と
雖
も
、
紅
も
中
洲
の
地
、
脳
だ

　
　
風
塵
無
し
・
誠
に
宜
し
く
皇
都
１
　
聯
囃
い
ヽ
大
壮
を
規
摸
す

　
　
べ
し
。
后
も
今
、
運
は
屯
蒙
に
属
し
、
民
心
は
朴
素
な
り
。

　
　
巣
棲
・
穴
住
。
習
俗
、
惟
れ
常
な
り
。
却
れ
大
人
の
制
を
立

　
　
つ
る
や
、
義
、
必
ず
時
に
随
ふ
。
酔
Ｃ
も
民
を
利
す
る
こ
と

　
　
有
ら
ば
ヽ
何
ぞ
聖
造
を
妨
げ
む
・
柚
ぐ
四
に
山
林
を
徴
き
払

　
　
ひ
、
宮
室
を
経
営
し
て
、
い
揖
じ
く
宝
位
に
臨
み
、
以
て
元
元

　
　
を
鎮
め
、
壮
は
則
ち
乾
霊
の
国
を
授
く
る
の
徳
に
答
へ
、
㈲

　
　
は
則
ち
皇
孫
の
正
を
養
ふ
の
心
を
似
む
べ
し
。
然
る
後
、
六

　
　
合
を
兼
ね
て
以
て
都
を
開
き
、
八
紘
を
掩
ひ
て
字
と
為
さ
む

　
　
こ
と
、
亦
だ
可
な
ら
ず
や
。
訃
れ
ば
知
の
畝
傍
山
。
畝
傍
山
、

　
　
此
を
宇
禰
庶
夜
摩
と
云
ふ
。
の
東
南
、
橿
原
の
地
は
、
蓋
し
国

　
　
の
襖
区
か
。
治
す
べ
し
。

　
　
「
東
征
」
を
始
め
て
か
ら
、
六
年
に
な
っ
た
。
ま
わ
り
に
は
ま

だ
服
従
し
な
い
勢
力
が
あ
る
が
、
「
中
洲
の
地
」
は
支
配
下
に
あ

る
。
宮
殿
を
つ
く
り
、
王
位
に
つ
い
て
民
を
治
め
よ
う
。

　
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
あ
と
に
、
問
題
の
字
句
が
現
れ
る
。

　
　
「
然
る
後
、
六
合
を
兼
ね
て
以
て
都
を
開
き
、
八
紘
を
掩
ひ
て

字
と
為
さ
む
こ
と
、
亦
だ
可
な
ら
ず
や
。
」
　
－
と
。

　
そ
し
て
、
宮
室
を
経
営
す
べ
き
地
と
し
て
特
定
の
地
を
指
定
し

て
、
令
は
結
ば
れ
る
。

　
さ
て
、
問
題
の
語
句
の
意
味
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
も

の
か
。

　
言
う
意
味
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
六
合
」
と
い
い
「
八

紘
」
と
い
う
の
は
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
か
、
ど

の
範
囲
の
こ
と
で
あ
る
か
。
－
こ
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
点
の
詮
索
の
た
め
に
、
こ
の
語
句
の
、
典
拠
と

さ
れ
た
文
章
に
お
い
て
持
っ
て
い
た
意
味
が
、
問
題
と
な
る
の
で

あ
る
。

-

-

　
　
六
合
を
兼
ね
て
都
を
開
き
、

　
　
八
紘
を
掩
ひ
て
宇
と
為
す
。

　
こ
の
句
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
』

に
は
「
壁
ハ
合
１
　
に
つ
い
て

　
　
履
催
尊
而
庶
ハ
合
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
過
秦
論
）

を
、
「
掩
八
紘
」
に
つ
い
て

　
　
八
紘
、
八
方
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
列
子
註
）
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を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
六
合
」
、
「
八

紘
」
の
先
行
使
用
例
で
は
あ
る
が
、
当
面
の
句
の
典
拠
と
は
言
い

が
た
い
。

　
河
村
秀
根
『
書
紀
集
解
』
に
は
両
句
に
つ
い
て

　
　
古
先
帝
世
、
曽
「
覧
八
紘
之
洪
測

　
　
　
劉
日
、
准
南
子
日
、
九
州
外
、
有
訳
沢
方
千
里
｛
八
沢
之

　
　
　
外
、
有
７
　
紘
「
亦
方
千
里
。
蓋
八
索
也
。

　
　
　
良
日
、
九
州
之
外
、
有
気
紘
　
０
紘
、
綱
紀
也
。
言
為
マ
ハ
地

　
　
　
之
綱
蔀
。

と
、
『
文
選
』
の
『
呉
都
賦
』
の
六
臣
註
の
文
を
引
く
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
た
、
「
八
紘
」
に
つ
い
て
の
先
行
使
用
例
の
挙
示
に
と
ど

ま
る
。

　
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
論
』
に
ヽ
’
呉
都
賦
』

か
ら
な
ら
ば
前
出
の
句
の
直
後
の

　
　
こ
ハ
合
而
光
宅

を
も
挙
ぐ
べ
く
、
か
っ
『
呉
都
賦
』
を
引
く
な
ら
ば
む
し
ろ
『
蜀

都
賦
』
の

　
　
廓
波
関
万
偶
、
謳
圭
ミ
廣
洸
八
中
略
ソ
唐
ハ
合
而
交

　
　
会
焉
。

を
引
く
べ
く
、
津
田
左
右
吉
説
の

　
　
廓
俘
宙
而
作
京
、
八
中
略
ソ
宅
付
庸
而
開
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
魯
霊
光
殿
賦
）

よ
り
も
や
は
り
『
蜀
都
賦
』
に
よ
る
と
み
る
べ
く
、
総
じ
て
神
武

紀
は
「
直
接
」
に
文
選
語
を
利
用
し
た
も
の
と
す
る
。

　
い
ま
、
当
面
の
句
と
中
国
文
献
の
辞
句
と
を
対
比
す
る
に
。

　
　
唐
ハ
合
似
澗
凛
凛
八
紘
一
而
嶋
チ
。

と
。
「
唐
ハ
言
‘
「
八
紘
」
ヽ
「
１
　
于
」
の
語
を
含
む
当
面
の

句
は
。
「
一
六
合
」
・
「
八
紘
」
を
含
む
『
呉
都
賦
』
。
「
兼
六

合
」
・
「
為
宇
」
を
含
む
『
蜀
都
賦
』
の
範
囲
に
対
応
し
て
お
り
、

他
に
よ
り
よ
く
対
応
す
る
例
が
見
い
だ
せ
な
い
か
ぎ
り
、
－
Ｉ
Ｉ
そ
し

て
、
私
に
は
ま
だ
そ
の
よ
う
な
例
が
見
い
だ
せ
な
い
。
－
こ
の
両

賦
以
外
の
ど
こ
に
も
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
両
賦
の
う
ち
の
い
ず
れ
に
よ
り
よ
く
対
応
す
る
か
と
い

え
ば
、
「
八
紘
」
の
語
の
み
は
『
呉
都
賦
』
の
ほ
う
に
あ
る
け
れ

ど
も
、
「
兼
六
合
」
、
「
為
宇
」
は
『
蜀
都
賦
』
に
句
と
し
て
対

応
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
多
く
典
拠
と
し
た
も
の
は
『
蜀

都
賦
』
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
小
島
説
の
妥
当
性
は
。
動
か
な
い
。

　
当
面
の
句
の
典
拠
に
つ
い
て
は
別
に
問
題
は
な
い
と
い
っ
た
の

は
、
こ
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
問
題
と
す
る
の
は
、
そ
の
次
の
こ
と
、
こ
れ
ら
の
辞
句

の
、
両
賦
の
な
か
で
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
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三

　
　
古
、
先
王
の
世
、
八
紘
の
洪
緒
を
曽
覧
し
、
六
合
を
一
に
し

　
　
て
光
宅
し
、
退
宇
に
翔
集
せ
り
。
（
呉
都
賦
）

　
こ
の
「
八
紘
」
・
「
六
合
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う
い
う
範
囲

の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
「
八
紘
」
は
、
八
方
の
ス
ミ
、
ま
た
、
ハ
テ
あ
る
い
は
ハ
テ
に

近
い
地
を
さ
し
、
「
六
合
」
は
、
天
地
と
四
方
を
さ
す
こ
と
、
古

典
籍
の
用
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
九
州
の
外
に
、
乃
ち
八
殯
有
り
。
八
中
略
ソ
八
殯
の
外
に
、

　
　
八
紘
有
り
。
亦
、
方
千
里
。
八
中
略
ソ
八
紘
の
外
に
。
乃
ち

　
　
八
極
有
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
准
南
子
　
墜
形
訓
）

　
　
日
月
の
経
る
こ
と
千
里
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
六
合
を
診
ら
し

　
　
八
紘
を
膳
ド
す
能
は
ず
。
　
　
　
　
　
　
（
漢
書
　
楊
雄
伝
）

　
　
　
師
古
日
は
く
、
六
合
は
、
天
地
四
方
を
謂
ふ
な
り
。
八
紘

　
　
　
は
、
八
方
の
綱
維
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
　
註
）

　
　
神
な
る
こ
と
六
合
に
通
ず
。
　
　
　
　
　
　
（
呂
覧
　
審
分
）

　
　
　
六
合
は
、
四
方
・
上
下
な
り
。
　
　
　
　
　
　
（
同
　
註
）

　
で
は
、
『
呉
都
賦
』
の
「
八
紘
」
と
「
六
合
」
は
、
ど
う
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
辞
句
が
舜
の
事
績
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
異
説
を

見
な
い
。
昔
、
帝
舜
の
世
に
は
、
「
八
紘
」
に
お
け
る
お
の
が
治

績
を
す
べ
て
見
め
ぐ
り
、
「
六
合
」
を
一
つ
の
家
の
ご
と
く
に
し

て
わ
が
住
ま
い
と
な
し
、
は
る
か
な
る
地
、
そ
れ
は
か
れ
の
崩
じ

た
と
い
う
蒼
梧
の
地
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
ま
で
巡
遊

し
た
も
の
。
－
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
す
る
と
、
こ
の
場
合
の
「
六
合
」
・
「
八
紘
」
の
範
囲
は
、

帝
舜
の
巡
遊
し
た
範
囲
に
ひ
と
し
い
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

お
よ
そ
東
海
・
南
海
の
岸
よ
り
は
ウ
チ
の
、
中
国
本
土
の
範
囲
内
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
次
に
、
『
蜀
都
賦
』
で
あ
る
。

　
　
霊
関
を
廓
に
し
て
門
と
為
し
、
玉
塁
を
包
ね
て
宇
と
為
す
。

　
　
二
江
の
双
流
を
帯
び
、
蛾
眉
の
重
阻
に
抗
ふ
。
水
陸
の
湊
ま

　
　
る
所
、
六
合
を
兼
ね
て
交
会
し
、
豊
蔚
の
盛
ん
な
る
所
、
八

　
　
区
に
茂
ん
に
し
て
薙
萬
た
り
。

　
こ
の
句
に
お
い
て
「
１
　
于
」
と
は
、
ま
た
「
唐
ハ
言
と
は
、

何
か
。

　
こ
の
賦
は
、
蜀
と
い
う
、
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
、
そ
こ
の
都
を

ほ
め
る
意
味
の
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
「
冷
于
」
と
は
、
中
島
千
秋
『
文
選
（
賦

篇
）
上
』
に
釈
す
る
ご
と
く
。
都
の
南
の
霊
関
の
山
を
切
り
開
い

た
の
を
前
門
と
見
な
す
の
に
対
し
て
、
北
な
る
玉
塁
の
山
を
都
が

　
一λ

仕
り
乙
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抱
き
こ
ん
で
宇
、
す
な
わ
ち
屋
根
と
な
し
た
と
見
立
て
た
も
の
、

と
す
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
「
六
合
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
こ
の
場
合
の
「
六
合
」
は
、
そ
れ
を
「
兼
ね
て
」
「
交
会
す
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
兼
ね
」
は
、
別
々
の
も
の
を
、
並
べ
た
ま
ま
で
包
み
こ
む
こ

と
で
あ
り
、
融
合
の
意
を
も
つ
「
一
に
し
て
」
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
兼
、
将
也
。
（
説
文
、
左
氏
伝
註
）

　
　
兼
、
謂
包
之
。
（
書
経
疏
）

　
　
「
交
会
」
は
、
別
々
の
も
の
が
一
箇
所
に
や
っ
て
き
て
、
そ
こ

に
お
い
て
影
響
し
あ
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
と
す
る
と
、
こ
の
「
六
合
」
は
、
単
に
天
地
や
四
方
な
の
で
は

な
く
て
。
前
出
中
島
書
の
説
に
言
う
よ
う
に
、
一
年
の
な
か
の
季

節
の
秩
序
と
調
和
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
六
合
。
孟
春
と
孟
秋
と
合
為
り
、
仲
春
と
仲
秋
と
合
為
り
、

　
　
季
春
と
季
秋
と
合
為
り
、
孟
夏
と
孟
冬
と
合
為
り
、
仲
夏
と

　
　
仲
冬
と
合
為
り
、
季
夏
と
季
冬
と
合
為
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
淮
南
子
　
時
則
訓
）

　
そ
し
て
直
後
に
は
、
農
林
の
物
産
の
豊
富
な
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
う
見
て
く
る
と
、
問
題
の
句
の
意
味
は
、
中
島
説
の
よ
う
に
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
あ
た
り
の
山
を
も
っ
て
門
と
な
し
、
屋
根
と
な
し
、
四
季
の
秩

序
と
調
和
の
保
た
れ
た
な
か
に
位
置
す
る
都
で
あ
る
の
だ
。
ｉ

こ
の
意
味
に
て
あ
る
。

　
そ
し
て
当
面
の
。
神
武
紀
の
令
の
句
が
、
よ
り
多
く
典
拠
と
す

る
も
の
は
、
こ
の
『
蜀
都
賦
』
の
句
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
令
は
、
大
和
の
地
に
お
い
て
、
橿
原
の
地
を
望
み

つ
つ
発
せ
ら
れ
た
か
た
ち
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
和
の
地
な
る

も
の
が
。
南
に
は
熊
野
ま
で
重
畳
す
る
山
岳
地
帯
を
控
え
つ
つ
、

橿
原
の
地
を
含
め
て
ま
ず
は
盆
地
部
で
あ
る
こ
と
、
疑
う
余
地
が

な
い
。

　
盆
地
に
お
け
る
宮
室
の
経
営
と
即
位
と
の
意
思
を
宣
言
し
た
こ

の
令
が
、
盆
地
の
都
を
ほ
め
る
『
蜀
都
賦
』
の
句
を
典
拠
と
し
て

い
る
。
理
の
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
見
来
た
れ
ば
、
私
は
つ
い
に
、
一
つ
の
帰
結
に
到
達
せ
ざ

る
を
え
な
い
。

　
神
武
紀
の
令
の
問
題
の
句
に
お
け
る
「
六
合
」
は
、
盆
地
内
の

四
季
の
秩
序
と
調
和
で
あ
り
、
「
八
紘
」
は
、
舜
の
事
績
に
つ
い

て
の
こ
の
語
の
含
む
範
囲
が
必
ず
し
も
中
国
の
東
・
南
の
海
岸
の

ソ
ト
や
西
・
北
の
山
岳
や
砂
漠
の
ソ
ト
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
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た
と
同
じ
く
、
必
ず
し
も
こ
の
列
島
の
ナ
ギ
サ
の
す
べ
て
を
含
む

も
の
で
も
。
ま
し
て
そ
れ
よ
り
ソ
ト
を
含
む
も
の
で
も
な
い
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
句
の
意
味
内
容
は
、
蜀
都
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
の
ウ
チ
の
、
四
季
の
秩
序
と
調

和
の
な
か
に
都
を
構
え
、
山
に
限
ら
れ
た
天
地
を
一
つ
の
屋
根
の

も
と
の
家
と
し
て
、
領
土
と
主
権
を
保
持
し
よ
う
と
い
う
意
思
の

表
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
－
こ
の
帰
結
に
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
右
の
帰
結
に
つ
い
て
、
検
証
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
こ
こ
に
一
つ
の
事
実
が
あ
る
。

　
問
題
の
句
を
含
む
令
に
は
、
ま
た
、
次
の
句
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
辺
土
、
未
だ
清
ま
ら
ず
、
余
妖
、
尚
は
梗
し
と
雖
も
、
中
洲

　
　
の
地
、
復
だ
風
塵
無
し
。

　
支
配
下
に
収
め
た
地
は
、
そ
の
周
辺
に
、
な
お
い
ま
だ
支
配
の

及
ば
ざ
る
地
を
残
し
て
い
る
。
－
そ
う
告
げ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
一
つ
の
事
実
が
あ
る
。

　
神
武
紀
の
即
位
後
の
記
事
の
な
か
に
。
そ
れ
は
あ
る
。

　
　
三
十
有
一
年
の
夏
四
月
の
乙
酉
の
朔
、
皇
輿
、
巡
幸
す
。
因

　
　
り
て
肢
上
の
眼
間
丘
に
登
り
て
、
国
の
状
を
廻
望
し
て
日
は

　
　
く
ヽ
「
跳
１
　
　
町
国
を
か
っ
る
こ
九
　
奸
哉
乎
ヽ
此
を
緋
配

　
　
夜
と
い
ふ
。
内
木
綿
の
真
症
き
国
と
雖
も
、
猶
は
蜻
蛉
の
瞥

　
　
噛
の
ご
と
し
」
と
。
是
れ
に
由
り
て
、
始
め
て
秋
津
洲
の
号

　
　
有
る
な
り
。

　
こ
の
君
主
の
関
心
の
的
、
す
な
わ
ち
そ
の
獲
得
し
た
領
土
は
、

大
和
の
盆
地
を
め
ぐ
る
山
々
の
ウ
チ
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
瀬
戸

内
を
も
、
筑
紫
を
も
含
ん
で
は
い
な
い
。
た
し
か
に
の
ち
に
は
秋

津
洲
の
名
が
日
本
の
総
名
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
ま

だ
、
そ
こ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
次
の
事
実
か
お
る
。

　
　
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
神
武
紀
よ
り
あ
と
に
、
崇
神
紀
に
お
い

て
、
北
陸
・
東
海
・
西
道
・
丹
波
に
、
そ
れ
ぞ
れ
平
定
の
た
め
に

将
軍
を
派
遣
し
た
と
い
う
記
事
か
お
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
こ

れ
よ
り
前
に
は
そ
れ
ら
の
地
域
は
、
ま
だ
大
和
の
王
権
の
勢
力
下

に
は
な
か
っ
た
と
い
う
体
裁
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
の
あ
と
に
、
武
埴
安
彦
を
木
津
川
の
ほ
と
り
に
破
り
、
相
手

は
河
内
の
樟
葉
の
ほ
う
へ
敗
走
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
こ

れ
は
、
生
駒
山
の
西
は
こ
の
と
き
以
前
に
お
い
て
、
ま
だ
大
和
の

勢
力
下
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
体
裁
で
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
あ
と
の
景
行
紀
に
、
九
州
と
東
国
へ
の
平
定
行
の
記
事

が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
大
和
を
中
心
と
し
て
、
次
第
に
王
権
が
周
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辺
に
及
ん
で
い
っ
た
と
い
う
体
裁
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
い
う
話
の
流
れ
の
前
に
お
か
れ
た
「
八
紘
為
宇
」
の
令
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
列
島
の
統
一
の
実
現
で
も
な
く
、

九
州
か
ら
大
和
ま
で
の
統
一
、
す
な
わ
ち
領
土
の
拡
大
で
も
な
く
。

大
和
の
盆
地
で
の
自
足
状
態
の
実
現
へ
の
満
足
の
表
明
、
そ
れ
に

す
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
い
な
、
こ
の
句
は
未
来
に
お
け
る
領
土
の
拡
大
を
予
期
し
、
大

和
な
る
都
を
天
下
の
中
心
と
予
見
し
た
体
裁
の
も
の
で
あ
っ
て
、

　
「
六
合
」
は
天
地
・
四
方
、
「
八
紘
」
は
世
界
の
ハ
テ
の
意
味
で

し
か
あ
り
え
な
い
。
げ
ん
に
令
の
文
に
も
、
「
然
る
後
、
六
合
を

兼
ね
て
都
を
開
き
、
八
紘
を
掩
ひ
て
宇
と
為
さ
む
」
と
あ
る
で
は

な
い
か
。
「
然
る
後
」
と
は
、
宮
室
を
橿
原
に
経
営
し
お
わ
っ
て

の
ち
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
－
こ
の
よ
う
な
反
論
か
お
る
で
あ

ろ
う
か
。

　
　
「
然
後
」
と
い
う
の
は
、
「
そ
の
こ
と
の
あ
と
で
。
あ
ら
た
め
て
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
然
る
後
、
出
で
て
客
を
迎
ふ
。
（
礼
記
　
曲
礼
上
）

　
　
孔
子
日
は
く
、
如
し
王
者
有
ら
ん
に
は
、
必
ず
世
に
し
て
然

　
　
る
後
、
仁
な
ら
ん
。
（
論
衡
　
宣
漢
）

　
右
の
『
礼
記
』
の
例
は
、
「
そ
の
状
態
に
な
っ
て
は
じ
め
て
出

迎
え
る
」
の
意
で
あ
り
、
『
論
衡
』
の
例
も
ま
た
。
「
一
世
（
三

十
年
）
経
過
し
て
は
じ
め
て
」
の
意
で
あ
る
。

　
　
　
「
世
」
は
、
三
十
年
で
あ
る
。

　
　
世
、
三
十
年
為
二
世

　 ０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
説
文
）

　
ま
た
、

　
　
怨
み
を
諸
侯
に
構
へ
、
然
る
後
。
心
に
快
き
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
子
　
梁
恵
王
上
）

　
右
の
例
は
、
「
そ
の
状
態
に
な
っ
た
上
で
」
の
意
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
、
「
あ
る
状
態
が
実
現
し
、
そ
の
効
果
が
及
ぶ
範
囲

に
お
い
て
」
と
い
う
影
響
関
係
、
因
果
関
係
を
示
す
語
句
で
あ
っ

て
、
あ
る
事
件
の
あ
と
に
あ
ら
た
め
て
別
の
事
件
が
起
こ
る
と
い

う
、
こ
と
が
ら
の
前
後
関
係
を
示
す
語
句
で
は
な
い
。

　
よ
っ
て
、
問
題
の
句
の
意
味
は
。
「
宮
室
を
つ
く
り
、
こ
の
地

の
王
と
な
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
ら
必
然
の
結
果
と
し
て
。
こ
の
う

る
わ
し
い
盆
地
で
自
足
し
た
王
権
が
維
持
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

な
ん
と
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
」
　
－
こ
の
意
味
と
な
る
は
か

な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
令
を
盆
地
王
権
の
自
足
宣
言
と
す
る
帰
結
は
、
や
は
り
動

か
す
必
要
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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六

　
私
は
す
で
に
、
さ
き
だ
っ
諸
論
１
　
お
い
て
、
次
の
こ
と
を
析

出
し
、
論
証
し
た
。

一
　
神
代
紀
・
神
武
紀
に
は
、
九
州
に
降
臨
し
た
古
き
世
の
王
の

子
孫
の
ひ
と
り
が
大
和
で
即
位
し
て
わ
が
王
朝
の
初
代
王
と
な
っ

た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
八
世
紀
に
つ
な
が
る
大
和
の
王

権
が
、
も
と
九
州
の
王
家
の
傍
流
の
子
孫
の
ひ
と
り
に
よ
っ
て
樹

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
、
八
世
紀
の
朝
廷
に
よ
る
宣
言
で

な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
宣
言
の
内
容
は
、
通
念
よ
り

も
ひ
か
え
め
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
真
否
を
疑
う
べ
き
理
由
が
な
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
王
朝
史
の
筋
は
、
真
な
の
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
に
も
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
記
事
は
な
い
。

二
　
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
わ
が
朝
に
お
け
る
仏
法
は
、
敏
達
朝

に
播
磨
か
ら
伝
わ
っ
た
の
が
初
め
だ
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
そ
の
時
期
（
六
世
紀
末
期
）
に
お
い
て
こ
の
王
権
が
、
い
ま
だ

播
磨
を
領
す
る
に
い
た
ら
ぬ
一
地
方
権
力
で
あ
っ
た
こ
と
の
、
朝

廷
自
体
に
よ
る
宣
言
で
な
く
て
何
か
。

三
　
阿
蘇
山
の
あ
る
山
島
に
都
す
る
王
権
か
ら
、
西
と
南
は
大
海
、

東
と
北
は
大
山
で
終
わ
る
領
土
を
も
つ
王
権
へ
の
。
代
表
者
の
交

替
’
が
唐
代
に
入
っ
て
の
ち
。
お
よ
そ
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

初
に
か
け
て
の
時
期
に
起
こ
り
、
八
世
紀
に
入
れ
ば
す
で
に
こ
の

変
化
は
成
就
し
て
い
た
こ
と
が
、
中
国
史
書
（
『
旧
唐
書
』
。
『
唐

会
要
』
も
加
え
得
よ
う
。
）
や
、
日
本
人
に
贈
ら
れ
た
唐
詩
か
ら

見
て
と
れ
る
。
と
く
に
唐
詩
の
例
は
、
。
相
手
の
日
本
人
（
遣
唐
使
）

か
ら
聞
い
て
即
座
に
認
識
を
改
め
た
と
い
う
例
を
含
み
、
そ
の
信

憑
性
を
疑
う
に
足
る
史
料
を
私
は
知
ら
な
い
。

　
他
に
も
あ
る
が
、
お
も
な
も
の
は
右
の
三
つ
で
あ
る
。

　
い
ま
、
神
武
紀
の
令
の
示
す
と
こ
ろ
も
ま
た
、
右
に
あ
げ
た
歴

史
像
と
の
あ
い
だ
に
、
対
応
こ
そ
あ
れ
矛
盾
を
見
せ
ぬ
も
の
で
あ

る
。

　
こ
こ
に
次
第
に
彫
り
を
深
く
し
て
く
る
歴
史
像
は
、
従
来
の
通

念
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
古
田
武
彦
氏
の
提
唱
す
ら
心
一
の
と

は
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
、
多
数
説
に
反
し
、
孤
立
し
た
奇
説
に
の
み
合
致
す
る

も
の
、
し
た
が
っ
て
当
然
無
視
し
て
可
な
る
奇
説
と
見
る
の
は
。

あ
た
ら
な
い
。

　
な
ん
と
な
れ
ば
、
私
が
さ
き
だ
つ
諸
論
考
か
ら
こ
の
論
考
に
か

け
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
史
料
を
作
っ
た
古
人
が
そ

こ
に
そ
う
言
っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
う
言
っ
て
い
る
と
取
り
次
い

で
い
る
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
国
内
史
料
、
外
国
史

料
を
通
じ
て
別
段
矛
盾
の
見
あ
た
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
。

　
一８り

乙

　
一



こ
れ
を
無
視
し
て
可
な
る
誤
り
と
見
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
、
あ
る
時
期
の
史
料
を
す
べ
て
敵
に
ま
わ
し
て
、
然
る
後
、
そ

の
時
期
の
歴
史
像
を
語
ろ
う
と
す
る
に
ひ
と
し
い
も
の
の
よ
う
に
、

私
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
論
者
は
自
身
の
そ
の
歴
史

像
を
、
何
を
根
拠
と
し
て
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
通
念

に
よ
っ
て
か
。
そ
の
通
念
の
本
来
の
根
拠
は
何
か
。

　
こ
の
。
通
念
の
本
来
の
根
拠
”
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
は
す

で
に
別
に
私
の
考
え
を
述
べ
て
ぃ
こ
０
４
）
よ
゜
で
｀
こ
こ
に
は
と
く

に
こ
れ
以
上
く
わ
し
く
は
言
わ
な
い
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
こ
の
論
考
は
、
問
題
の
令
の
内
容
に
つ
い
て
、
た
だ
、
か
た
は

し
に
の
み
踏
み
こ
ん
だ
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　
全
文
に
わ
た
り
、
ま
た
、
個
々
の
語
に
つ
い
て
、
な
お
分
析
し

考
察
す
べ
き
点
は
多
々
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。

　
　
　
　
注

（
１
）
小
島
憲
之
「
作
品
の
出
典
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
日
本
史

　
　
研
究
）
六
号
）
、
丸
山
二
郎
「
神
武
天
皇
紀
一
節
の
解
読
に

　
　
つ
い
て
」
（
「
日
本
古
代
史
研
究
」
一
九
四
二
八
昭
和
二
二
）

　
　
年
）
が
先
行
す
る
。

（
２
）
　
「
神
武
東
征
の
意
味
」
　
（
「
愛
媛
大
学
教
養
部
紀
要
」
一

　
　
六
号
。
一
九
八
三
八
昭
和
五
八
〉
年
）
、
「
仏
法
伝
来
と
は

　
　
何
か
」
　
（
「
市
民
の
古
代
」
八
、
一
九
八
六
八
昭
和
六
「
ｙ

　
　
年
」
、
「
唐
詩
の
日
本
古
代
史
像
」
（
『
日
本
文
学
の
構
図
』

　
　
桜
楓
社
、
一
九
八
三
八
昭
和
五
八
ソ
年
所
収
）
、
「
旧
・
新

　
　
唐
書
の
倭
国
・
日
本
国
像
」
　
（
市
民
の
古
代
）
九
、
一
九
八

　
　
七
八
昭
和
六
二
》
年
）
な
ど
。

（
３
）
　
『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
』
、
『
盗
ま
れ
た
神
話
』
　
（
い
ず

　
　
れ
も
朝
日
新
聞
社
刊
、
角
川
文
庫
に
入
る
）
そ
の
他
多
数
。

（
４
）
　
「
古
田
論
証
と
の
出
会
い
」
　
（
「
市
民
の
古
代
」
四
、
一

　
九
八
四
八
昭
和
五
九
》
年
）
　
「
答
え
が
先
か
根
拠
が
先
か
」

　
　
（
「
季
節
」
　
コ
｝
、
一
九
八
八
『
昭
和
六
三
》
年
』
、
「
古

　
　
田
史
学
と
日
本
文
学
」
　
（
「
市
民
の
古
代
」
一
〇
、
一
九
八

　
　
八
〈
昭
和
六
三
》
年
一
〇
月
）
、
「
古
田
武
彦
ノ
ー
ト
」
新

　
　
泉
社
、
「
市
民
の
古
代
合
本
二
１
　
Ａ
‥
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）

　
　
年
一
一
月
》
所
収
）
な
ど
。

本
文
の
引
用
は
、
記
・
紀
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、
漢
籍
は
新

釈
漢
文
大
系
、
十
三
経
注
疏
、
百
納
本
二
十
四
史
に
あ
る
も
の

は
そ
れ
に
よ
り
、
他
は
四
部
叢
刊
に
よ
っ
た
。
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